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低温中級技術シ リーズ11

ミス タイ キ ャス ト2850-GTの 特 性 と使 用 法
モ

教養部 大 山 忠 司(内 線5242)

前号に"私 の使ってい る接着剤"と 題 したアンケー トの結果報告が掲載されていま した。非常に多 く

の人か ら回答や質問が寄せ られ、"接 着 と一 口に云 ってもいろいろな悩 みや ノーハウがあるものだな"

と感心 しました。編集会議で個々の接着剤 について もう少 し詳 しい資料を載せよ うということになり、

トップバ ッターと して編集委員の小生に スタイキャス トが割り当て られま した。特にスタイキャス トで

何で も着けてみせるとい う程 の腕前はあ りませんが使用経験者の一人 として、これか ら使用され る人 に

少 しで も参考になれば と筆を取 りま した。

"Stycast"はEmerson&Cuming社 か ら発売 されているエポキシ樹脂系の接着剤で使用 目的に応

じた20以 上もの種類が あります。 ここで はクライオスタッ トの接着や充填 に適 している2850-GT

とい うタイプにっいて、 その特性と使用法について述べます。

2850-GTの 謳 い文句は熱伝導率が大 きく膨張係数が比較的小さいことで ある。その上室温 で の

抵抗率 は5×10160hm-cmと か で絶縁性に も優れている。

この接着剤 も他 のエポキシ樹脂系と同様に主剤 とCatalystと 呼 ばれ る硬化剤か ら成 る。硬 化剤 に は.

高温(約100。C)で 硬 化時 間2時 間のCatalyst畔11と 室温で硬化時間4時 間(完 全硬化 には24時

間)のCat飢yst非9の2種 類がある。 ここでは非9に っいて述べ る。 使 用 説明書による と硬化剤ほ主

剤に対して重量で3%混 入す るよ うに指示 されて いる。 しか しこの種の接着剤 の一回の使用量は僅かな

場合が多 く、3%の 硬化剤の調合 というのはなかなか 面倒で、精 密天秤で も使わ ない限 り誤差 も大 きい。

硬化剤の多少にょって硬化の度合いが左右 されるが特に硬化剤不足の場合は まず固ま らない。 しか し多

い方は少 し位多 くて も問題はな い。最近は慣れて きたこともあって、主剤小 さじ一杯 に対 して爪楊枝 に

付着させ た硬化剤7～8滴 の割合で調合す るとまずまず無難に固まって いる(尚 主剤は ゴンパウン ド状、

硬化剤 は油状 の液体である)。 硬化剤 のさ じ加減 の次に大 切なことは硬化剤 と主剤 とを よく混ぜ合わす

ことである。その場合少 し温 度を 上げるのが良い。加熱の方法 としては60～100W程 度 の白熱灯の

近 く(数cm)に30秒 間置けば充分で、艶 も無 くパサパサの主剤が黒光 りのする ドロ ドロした液状 に変

化す る。 そこで硬化剤が一様に行き渡 るように万遍無 くか き混ぜる。

その後の対応は接着す る場所や 目的に応 じて事を運ぶ必要がある。非常に狭い場所等に流 し込みたい

場合 にはよ く溶けた状態 で素早 く行わなければならないし、流れて は困る場合には2、3分 か き混ぜ な

がら様子を見て粘 り気が出てか ら接着 にかかれば良い。 固ま り始 めであれば少 し加温す るだけで再び軟

らか くなる。接直剤の中の気泡を抜 くために軟 らかい状態で少 しの間真空引きす るのも気密を良 くす る

のに効果があるよ うである。 うま く固まれば非常に硬いが衝撃 にはもろいところがある。勿論接着部分

のよごれや油分は事前によく取り除いてお くことはいずれの場合でも同じである。

最後にEmersQn&Cumi赴g社 のTec㎞icalB毬1e伽7-2-7か ら拝借 した特性表を付記 しておきます。
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表1.ス タ イ キ ャ ス ト2850-GTの 物 性 特 性
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接 着 剤Q&A

癒42に 掲載された低温 中級技術 シ リーズ10の"私 の使っている接着剤"の 中の質問 高温(400℃

程 度)に 耐えて、真空に保つ接着剤は?に 対 して、産研 ・中村研の村 上健司 さんか ら、耐熱性無機接着

として 「ア ロンセラ ミック」(東 亜合成化学)と 「ス ミセ ラム」(住 友化学 工業跳)を 紹介 していただ

きました。両方 とも、用途 に応 じていくつかの シリーズ に分かれています が、共通す る主な性質と して、

(1)高温 に耐えること(1200℃ ～1600℃)(2)強 い接着力(前 者150～250繁 、後者10～100懇)

(3)高耐 電圧性(前 者2.8～4.2kV%㎜ 、後者3.5～9kV7㎜)な どで、 又相方 とも、耐水性、耐有機溶

剤性等にす ぐれています。又、真空に対 しては、1rgTorr中 で 、電極の固定などに使用出来 るが、い

わゆる、真空 どめには、使 った事はないという事です。使 用前は液状(ペ ース ト状)で 、室温～300℃

で 硬化 させ ます。 用途に応 じて2者 ともかな り種類がありますので、 カタログ等で、前 もって調べて使

って下 さい。(宮 里 達 郎)
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